





































































































































































































































































































































































































註　『 フ ッ サ ー ル 全 集 』（Edmund Husserl. Gesammelte Werke（Husserliana）. Aufgrund des 
Nachlasses veröffentlicht unter Leitung des Husserl-Archivs Leuven, Den Haag.）からの引用は
（Hua 巻 数 , 頁 数 ） の 略 称 を 用 い た。 ま た、『 経 験 と 判 断 』（“Erfahrung und Urteil”: 
Untersuchungen zur Genealogie der Logik. Hrsg. von L. Landgrebe. Prag: Academia / 
Verlagsbuchhandlung）からの引用は、（EU, 頁数）の形で示した。さらに『フッサール資料集』
第八巻（Husserl, E.（2006）. Späte Texte über Zeitkonstitution（1929-1934）. Die C-Manuskripte. 










Gewohnheitという語が使用されている（vgl. Hua III, 67, 69）。しかしながら、『イデーンII』にお
いて改めて自我の習慣性が現象学的議論の対象として挙げられた際にはHabitusやHabitualitätとい
う語が多用されている（vgl. Hua IV, 111, 266, 277, 295）。とはいえ、先述したようにフッサール自
身がこの術語の定義について明記した箇所は確認できず、その使い分けの仕方も必ずしも厳密な
わけではない。また、一部には、アリストテレスからの伝統に倣ってHexisというギリシャ語を用





らないと報告している（vgl. Moran, 2011, pp. 59- 60）。
4 Moran, 2011, p. 59.

















10 Cf. Lohmer, 2014, p. 49.
11 ここでいう「特殊的」は「個別的」と言い換えてもよい。ローマーは「強い一般性を持った類型
































起という意味で「先想起Vorerrinerung」という用語を使うこともある（vgl. Hua X. 107, 62f.）











22 Ferencz-Flatz, 2014, p. 74.
23 Zhok, 2014, p. 126.
24 フッサールも、衝動と結びついた習慣を「盲目的な傾向性」（Hua IV, 221）と称し、注意を払わ
ずに衝動に応答する、「対向以前の行い」（EU, 91）について考察を展開している。また、『イデー
ンII』においては、諸行為の連合的ないしは習慣的傾向について語る中で、煙草を「思わず















29 Cf. Ferencz-Flatz, 2014, §3.
30 フッサールは、『イデーンⅡ』において、諸経験が後にまでその痕跡を残していくことを「彗星
の尾」に例えるなどして随所で強調している（vgl, Hua IV, 179, 111, 129）。
31 Vgl. Hua XIV, 67-70, Moran, 2011, p. 69.
32 フッサールは伝統と同義的に「共同体の習慣性」や「間主観的習慣性」という語を使用し（vgl.
Hua XIV, 230）、習慣性の概念に社会的性質を与えている。ブルデューのハビトゥス概念はこれを
さらに発展させたものとMoranは指摘する（Cf. Moran, 2011, pp. 65-66.）。
33 Vgl. Moran, 2011, p. 63.
34 たとえば、ある薬を服用すると視界が赤味がかるという例をフッサールは出している（vgl, Hua 
XIV, 300）。
35 Cf. Ferencz-Flatz, 2014, p. 76.









38 Cf. Ferencz-Flatz, 2014, p. 78
39 フッサールは、本能の本質的な周期性は、「人間の生のすべての目的の方向づけを理解するため
に必要な出発点」（Hua XXXIX. 583）であるとしている。
40 Cf. Ferencz-Flatz, 2014, p. 79.
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Habitus und Typus 
――Typus als den praktischen Begriff nach 
genetische Phänomenologie――
MASUDA, Hayato
Das Ziel dieses Aufsatzes besteht darin, zunächst den Begriff der “Typus„ und “Habitus 
oder Habitualität„ Husserls genetisch phänomenologisch darzustellen, und zweitens in der 
Bildung der Typisierung die Beteiligug der  alltägicher Handlung zu erhellen.
In §1 dieses Aufsatzes wird zunächst den Begriff des Habitus und des Typus nach 
Husserls Phänomenologie kurz erklären. In §2 wird dann den Typus mit der Erwartug in 
die enge Verbindung bringen. Darin will ich darstellen, dass die Funktion der Typisierung 
auf das Interesse und den Habitus des Ichs noch beziehen, und die begriffliche Ähnlichkeit 
zwischen der Bildung der Typus und anderes habitülles Besitz, zum Beispiel Vermögen 
und Trieb, darstellen. In §3 wird ich die situationale Typisierung durch die Verhältnis des 
habituelles  Interesse , der Normalität und der Periodität analysieren. Durch die Analyse 
will ich den Habitus und die Typus nach die Bildung das habitülles Leben des Ichs behandeln. 
